
KOKOPELLI　ニルヴァーナ 
（セルフベイラー） 

取扱説明書



■各部名称

２

◆セルフベイラーとは、艇内に侵入した水を自動で排水する仕組みの事です。 
この仕組みは艇本体の浮力を利用したものです。搭乗者や荷物の荷重によっ
ては座面の一部が常に水に浸かった状態になります。 



■付属品

・ボート本体　１個　

・シートバック　1個

・フロア　１個　

・充電式電動ポンプ　１個

・リペアパッチセット　1個

・コンプレッションストラップ　２個

・ポンプバック　1個・デルタデッキパック　１個

・インフレーションチューブ　１個
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・保護用バック



■安全上の注意

○必ず、ライフジャケット（救命胴衣・フローティングベス

ト）を着用して下さい。

○本体に強い負担がかかるような激しい使用方法は適し

ません。

○鋭利な岩に当たり本体に強い衝撃を与えると破損しま

すのでお気を付け下さい。

○標高の高い場所に移動する前に空気を入れないで下

さい。過圧状態となり危険です。

○適正圧力以上に空気を入れないで下さい。

○荷物を積む場合は、艇の安定、操作性が損なわない

程度の量とバランスをよく考えて積んで下さい。一般的

に、静水時にデッキが水没する程積載するのは危険で

すのでおやめ下さい。

○常に修理用キットは携行して下さい。
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■使用方法

●組み立て方法

５

・空気を入れます（艇本体）

①バルブキャップを取り外し、バルブの中央を押し込みながら、時計回りに４分の１　程度
（９０度）回し、弁を開放状態にします。

②電動ポンプをボートのバルブに挿入しスイッチを入れて空気を送り込みます。
　空気が入ったらポンプを取り外し、すぐにバルブの中央を押し込みながら、反時　計回り
に４分の１程度（９０度）回して弁を閉じます。
※ポンプを外すと空気が抜けていきますので、素早く弁を閉じて下さい。

③バルブキャップを時計回りに回して取り　付
けます。



・シートの取り付け

①シートのバルブキャップを反時計回り（左）に回して開けます。
　ボートに空気を入れた時と同様に電動ポンプで空気を入れます。
　空気が入ったらバルブキャップを閉めます。

②シートを艇本体に差し込み、シート座面に取り付けられているストラップを艇本体　の
バックルに通し取り付けます。

③シートバック背面の左右のバックルと艇本体付属の左右のバックルにコンプレッ　　ショ
ンストラップ（Dリング付ベルト）を通し固定します。
※シートバックは背面のバックルが上側になる向きで固定してください。
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④シートバックの左右のストラップを艇本体付属の左右のバックルに通し固定しま　　す。
　パドリングの際、足で踏ん張りが利くポジションになるようにバックバンドを調節　して下さ
い。

・デルタデッキパックの取り付け

艇本体前面の４か所のバックルにデルタデッキパックの裏側の４本のストラップを
取り付けます。
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デルタデッキパックは防水の収納になっています。



●収納方法

収納作業を行う場合は必ず保護するシートの上やその他のきれいな場所で行って下さい。
岩や砂などのある場所で作業すると、商品が損傷する恐れがあります。

①シートバック、デルタデッキパック、その他装備品等を取り外してから、艇本体　とシート
の空気を抜きます。バルブを開けて、バルブ中央を押し込みながら、時　計回りに４分の１
程度（９０度）回し、空気を完全に抜きます。

②艇本体を縦半分に折り、縦長にしてシートを重ねます。
　重ねた状態で横半分に折ります。
※シートのバルブが艇本体のバルブ付近に来るように重ねて下さい。

③折り畳んだ中央から、バルブの開口部に向かって巻きながら空気を抜いていきま　す。
丸めた上にシートバック、デルタデッキパックをのせます。
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④付属のコンプレッションストラップを巻き、先端の２個の Dリングの両方に通しま　す。先
端を折り返す際、片方のみ通すことでストラップを締めた後、緩みにくく　なります。

⑤きつく締めすぎたり、Dリングに生地が挟まったりしないようにして、しっかりと
　ストラップを固定します。
　最後に保護用のバックに入れて下さい。

９

品　　　名 　ニルヴァーナ　セルフベイラー

定　　　員 　１人

最大積載量 　１３６ｋｇ

本体サイズ 　全長 ２２９ｃｍ　最大幅  ９４ｃｍ

本 体 重 量 　４．２ｋｇ

最 大 圧 力 　１．５ｐｓｉ

仕　　　様 　２気室

主　素　材 　側壁部 ２１０デニール・ナイロン
　底部 ８４０デニール・ナイロン


